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ア
メ
リ
カ
不
法
行
為
法
に
お
け
る
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は
じ
め
に

最
近
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
国
主

o
E口
口
担

HHgmg
な
る
考
え
方

が
現
れ
て
い
る
。
こ
の
出
。
円
四
O
ロ
日
ロ
ロ
回
同
国
同
町
曲
目
は
、
基
本
的
に
は
将
来

に
お
け
る
宮
含
包
口
価
値
の
喪
失
、
あ
る
い
は
人
生
の
楽
し
み
に
対
す

る
損
害
賠
償
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
、
国
包
O
口
広

口
同
日
担
問
団
凹
は
生
命
の
価
値
そ
の
も
の
に
対
す
る
損
害
賠
償
と
い
う
定
義

も
引
き
出
さ
れ
る
。
人
聞
は
労
働
す
る
た
め
に
生
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、

自
ら
の
人
生
の
目
的
を
享
受
す
る
た
め
に
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

宮門戸

O
E口
価
値
こ
そ
が
人
聞
が
自
ら
の
価
値
に
見
い
だ
す
大
部
分
で
あ

り
、
生
命
の
価
値
そ
の
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
出
包
O
ロ
zumwE問問
g
理
論
が
ア
メ
リ
カ
の
人
身
賠
償

論
で
主
張
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

の
伝
統
的
な
賠
償
論
は
基
本
的
に
金
銭
的
損
失
の
み
賠
償
し
、
遺
族
の
悲

し
み
な
ど
非
金
銭
的
損
失
に
は
賠
償
を
認
め
て
い
な
い
。
こ
れ
を
金
銭
的

損
失
準
則
百
2
5
2ミ
「
D
目
別
己
O
)

と
言
う
が
、
こ
の
準
則
は
イ
ギ
リ

岡

本

子
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友

ス
の
判
例
法
で
生
成
さ
れ
ア
メ
リ
カ
の
各
法
域
に
継
受
さ
れ
た
。
そ
れ
故
、

ア
メ
リ
カ
の
そ
の
後
の
人
身
賠
償
論
は
こ
の
金
銭
的
損
失
準
則
に
規
律
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

金
銭
的
領
失
準
則
の
下
で
は
、
死
亡
被
害
者
の
遺
族
ま
た
は
遺
産

(
B
E
O
)
が
死
亡
被
害
者
か
ら
寄
与
さ
れ
る
労
務
・
扶
養
・
所
得
の
喪
失

(
]
D
B
G門

S
E口。・
2
3
0ユ
m
E
g
g
-口
岡
田
)
な
ど
、
市
場
の
価
格
に
よ

っ
て
測
定
さ
れ
う
る
経
済
的
価
値
の
み
が
賠
償
の
対
象
と
な
る
。
し
か
し
、

こ
の
準
則
を
厳
密
に
適
用
す
れ
ば
、
例
え
ば
未
成
年
の
子
供
の
場
合
、
彼

ら
の
養
育
費
を
控
除
し
て
彼
ら
が
親
に
寄
与
し
た
で
あ
ろ
う
金
銭
的
便
益

が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
通
常
子
供
の
養
育
費
・
教
育
費
の
方
が

親
に
与
え
る
経
済
的
便
益
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
の
で
、
賠
償
は
常
に
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
同
様
に
、
成
人
し
た
子
供
は
親
を
扶
養
す

べ
き
法
律
上
の
義
務
が
な
く
結
婚
す
る
ま
で
自
分
自
身
の
被
扶
養
者
が
い

な
い
の
で
、
彼
の
死
亡
に
よ
り
何
人
も
重
大
な
経
済
的
損
失
を
被
る
こ
と

は
な
い
。
ま
た
、
高
齢
者
は
既
に
ほ
ど
ん
ど
の
経
済
的
生
産
性
を
使
い
果

た
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
未
成
年
の
あ
る
い
は
成
人
し
た
子
供
や
高
齢
者



ア;lj力不法行為法における HEDONICDAMAGES 理論

の
生
命
は
金
銭
的
損
失
準
則
の
下
で
は
ほ
と
ん
ど
価
値
が
な
い
こ
と
に
な

ろ
う
。近
年
、
こ
の
よ
う
な
金
銭
的
損
失
準
則
の
も
た
ら
す
問
題
は
き
び
し
い

批
判
の
対
象
と
な
り
、
一
九
六

O
年
に
下
さ
れ
た
ミ
シ
ガ
ン
州
の
巧
吉
宮

ア
の
ロ

oez判
決
を
哨
矢
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
法
域
で
、
判
決
や
立

法
に
よ
っ
て
被
害
者
の
死
亡
に
よ
り
通
常
の
家
族
関
係
が
破
壊
さ
れ
、
そ

こ
か
ら
得
ら
れ
る
は
ず
の
愛
情
・
交
わ
り
・
共
同
生
活
な
ど
の
喪
失

(
Z
E
Cご
D
〈
p
g
n
E可
E
ι
8
5官
巳
g
m
r
H
ヲ
三
口
・
)
、
さ
ら
に
は
被
害

者
の
死
亡
に
よ
り
遺
族
が
被
る
悲
し
み
・
悲
嘆
・
精
神
的
苦
痛
な
0
3
0
4
F

向
丘
三
自
品

B
E
E
S宮
町
三
と
い
っ
た
非
金
銭
的
損
失
に
つ
い
て
も
、

積
極
的
に
賠
償
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
最
近
に
な
っ
て
、
そ
れ
で
も
不
十
分
で
あ
る
と
の
根
本
的
な

批
判
が
提
起
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
近
時
の
判
例
・
立
法
の
非

金
銭
的
損
害
賠
償
の
動
向
を
加
味
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
不
法
行
為
死
亡

訴
訟
で
は
、
裁
判
所
が
死
亡
被
害
者
の
遺
族
に
対
す
る
金
銭
的
損
失
に
つ

い
て
の
み
焦
点
を
集
め
、
死
亡
被
害
者
の
失
わ
れ
た
生
命
の
価
値
、
生
き

る
こ
と
か
ら
得
ら
れ
る
楽
し
み
を
無
視
し
て
お
り
、
現
在
の
不
法
行
為
シ

ス
テ
ム
は
生
命
侵
害
に
基
づ
く
損
失
を
過
小
評
価
し
て
い
る
、
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
事
情
を
背
景
に
、
国

E
o
Eロ
り
白
目
白
何
冊
目
を

損
害
賠
償
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
主
張
が
笠
場
し
た
の
で
あ
る
。

回
目
仏

O
Eの
り

mHHHmmg
理
論
の
生
成

こ
の
出
包
0
2
口
口
白
目
田
町
四
回
と
い
う
新
し
い
概
念
を
初
め
て
論
じ
た

の
は
、
一
九
八
五
年
に
合
衆
国
地
方
裁
判
所
で
下
さ
れ
た
∞
F
2
5門ご・

∞
叩
吋
弓
判
決
で
あ
る
。
し
か
し
、
同

E
o巳
口
口
同
自
問
問
冊
目
理
論
で
賠
償

の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、
経
済
的
価
値
と
は
別
の
生
命
そ
の
も
の
の

価
値
で
あ
る
こ
と
に
注
目
す
れ
ば
、
∞

}
H
2
8門
田
判
決
に
先
立
つ
二
つ
の

判
決
を
先
例
と
し
て
捉
え
う
る
。
す
な
わ
ち
、
公
民
権
訴
訟

2
2
ロヨ-

Z
Z
〉

2
5ロ
)
で
生
命
の
喪
失

(
E
E
C『
足
。
)
に
初
め
て
賠
償
を
認
め
た

の
は
、
一
九
八
一
年
に
合
衆
国
地
方
裁
判
所
で
下
さ
れ
た
①
の
ロ
UHZロ
〈
-

HUE-仲
間
出
判
決
で
あ
り
、
つ
い
で
一
九
八
四
年
に
合
衆
国
控
訴
裁
判
所
で

下
さ
れ
た
②
岡
田
-
-
ア
ロ
々
え
富
子

s
c
r
g
判
決
で
あ
る
。
一
般
に
、

公
民
権
訴
訟
は
、
州
当
局
に
よ
り
な
さ
れ
た
行
為
に
よ
り
憲
法
上
の
権
利

を
奪
わ
れ
た
者
に
対
し
て
訴
訟
原
因
を
与
え
、
そ
れ
に
よ
り
違
憲
な
行
為

を
抑
制
し
被
害
者
に
補
償
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
性
質
を
持
つ
も

の
で
あ
る
。
公
民
権
法
一
九
八
三
条
(
A
N
d
-

∞
-
c・
曲
目
由
∞
ω)
は
、
憲
法

上
の
権
利
の
剥
奪
に
対
す
る
損
害
賠
償
に
つ
い
て
は
何
ら
規
定
し
て
い
な

い
が
、
同
一
九
八
八
条
に
よ
り
州
法
が
適
用
さ
れ
る
。
但
し
、
州
法
が

「
憲
法
や
合
衆
国
の
法
律
と
矛
盾
し
て
」
い
る
場
合
は
例
外
と
さ
れ
る
。

従
っ
て
、
警
官
に
撃
た
れ
て
生
命
を
奪
わ
れ
た
類
型
の
①
・
②
両
判
決

で
は
、
適
用
さ
れ
る
州
の
訴
権
存
続
法

(
m
C
2
2
m
-
g
m
Z
5
・
不
法
行

為
死
亡
法
(
巧
門
口
口
札
口
]
】

)
E予
g
m
Z
Z
)
上
、
生
命
の
喪
失
に
訴
訟
原
因

が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
公
民
権
法
一
九
八
三
条
や
合
衆
国
憲
法
第
一
四

修
正
と
矛
盾
す
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
、
直
接
公
民
権
訴
訟
で
生
命
の
喪

失
に
つ
い
て
賠
償
を
求
め
う
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
両
判
決
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
州
の
訴
権
存
続
法
・
不
法
行
為
死
亡
法
が
い
ず
れ
も
生
命
の
喪

失
に
賠
償
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
を
補
償
及
び
抑
止
を
目
的
と
す
る
一
九

八
三
条
の
ポ
リ
シ
ー
と
抵
触
す
る
と
判
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
生
命
の
喪
失
に
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つ
い
て
一

O
万
ド
ル
の
賠
償
額
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
一
九
八
五
年
に
③
∞
町
四
吋
吋
O
仏
〈
・
回
四
月
可
判
決
が
下
さ
れ
、

初
め
て
R

出
包
O
ロ
片
口
回
目
白
問
団
へ
と
い
う
賠
償
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

事
案
と
し
て
は
、
①
・
②
両
判
決
と
同
じ
訴
訟
類
型
で
あ
り
、
事
実
審
理

で
人
間
の
生
命
評
価
に
関
し
て
専
門
家
証
言
が
認
め
ら
れ
、
そ
こ
に
お
い

で
あ
る
経
済
学
者
は
、
生
命
の
価
値
は
生
き
る
こ
と
の
楽
し
み
を
含
み
生

命
の
よ
り
大
き
な
価
値
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
個
人
の
経
済

的
生
産
性
の
価
値
と
は
別
に
存
在
す
る
と
証
言
し
た
。
さ
ら
に
、
生
命
の

Z
Eロ
芯
価
値
は
失
わ
れ
た
将
来
の
所
得
の
三
倍
か
ら
三

O
倍
に
評
価

さ
れ
う
る
と
し
て
、
一
九
歳
の
黒
人
青
年
の
生
命
の
宮
号
巳
口
価
値
は

一
五

O
万
ド
ル
か
ら
一
五

O
O万
ド
ル
の
価
値
が
あ
る
と
証
言
が
な
さ
れ

た
。
陪
審
は
、
こ
の
専
門
家
証
言
に
基
づ
き
、
交
じ
わ
り
の
喪
失
に
四
五

万
ド
ル
、
青
年
の
遺
産
に
対
す
る
経
済
的
損
失
に
三

O
万
ド
ル
、
国
主
-0
・

E
ロ
ロ
向
日
田
町
四
回
に
八
五
万
ド
ル
を
認
め
る
評
決
を
下
し
た
。

以
上
の
経
過
の
の
ち
、
事
実
審
裁
判
所
は
、
①
・
②
両
判
決
を
引
用
し

青
年
の
生
命
の
喪
失
は
賠
償
さ
れ
う
る
と
判
示
し
た
。
そ
し
て
、
「
生
命

の
喪
失
は
存
在
す
る
権
利
、
あ
る
い
は
生
計
を
稼
ぐ
能
力
を
奪
わ
れ
る
以

上
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
人
生
の
楽
し
み
の
喪
失
を
含
む
」
が
、

陪
審
に
対
す
る
専
門
家
証
言
と
し
て
「
生
命
の

}
H
E
S
K
価
値
」
に
つ

い
て
語
ら
れ
た
と
こ
ろ
は
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
証
言
は
陪

審
が
本
件
に
お
い
て
損
害
賠
償
の
適
切
な
尺
度
を
決
定
す
る
こ
と
を
可
能

に
し
た
も
の
と
し
て
、
許
容
さ
れ
う
る
と
結
論
を
下
し
た
。
こ
の
判
断
は
、

合
衆
国
控
訴
裁
判
所
に
お
い
て
も
是
認
さ
れ
た
。

い
く
つ
か
の
州
で
は
、
死
亡
に
は
至
ら
な
い
身
体
傷
害
の
場
合
に
、
そ

れ
に
よ
り
失
わ
れ
た
「
人
生
の
楽
し
み

(g-350三
三
口
F
)
」
に
対
す

る
賠
償
と
い
う
も
の
が
、
ま
た
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
で
は
、
生
命
侵
害
の

場
合
に
、
「
人
生
の
活
動
を
遂
行
し
楽
し
む
能
力
の
破
壊
」
に
対
す
る
賠

償
が
以
前
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
∞

F
2
8仏
判
決
は
、
生

命
侵
害
に
基
づ
く
賠
償
を
考
え
る
上
で
、
従
来
考
慮
さ
れ
る
こ
と
の
な
か

っ
た
生
き
て
生
活
す
る
場
面
に
お
け
る
非
金
銭
的
損
失
の
方
が
、
労
働
す

る
場
面
に
お
け
る
経
済
的
損
失
よ
り
も
む
し
ろ
大
き
な
価
値
が
あ
る
と
問

題
提
起
を
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
社
会
で
生
き
て
い
く
上
で
の

喜
び
を
経
済
的
価
値
と
は
異
な
る
道
徳
的
・
哲
学
的
価
値
を
含
む
生
命
の

宮
仏
O
口
町
価
値
と
し
て
構
成
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
∞

F
2
8仏

判
決
は
、

}
H
E
o
E口
価
値
と
い
う
今
ま
で
評
価
の
対
象
と
さ
れ
な
か
っ

た
部
分
に
光
を
当
て
、
こ
れ
に
よ
り
人
間
の
生
命
の
価
値
を
直
接
的
に
評

価
し
よ
う
と
試
み
た
点
で
、
重
要
な
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
大
き
な
意
義
を
有
す
る
∞

F
2
5仏
判
決
の
射
程
に
つ

い
て
見
て
い
け
ば
、
第
一
に
、
∞

F
2
5仏
判
決
は
後
の
公
民
権
訴
訟
で

支
持
さ
れ
て
い
る
か
、
第
二
に
、
州
法
レ
ベ
ル
の
事
件
で
は
ど
う
か
、
第

三
に
、
傷
害
の
事
件
で
は
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。

第
一
の
問
題
に
つ
い
て
、
一
九
九
一
年
に
合
衆
国
地
方
裁
判
所
で
下
さ

れ
た
④
吋
与
四
〈
・
寸
O
ヨロ

O
『

kpwgロ
判
決
が
∞
町
四
円
円
O
仏
判
決
を
支
持

し
国
主
O
ロH
ロ
ロ
日
出
向

m
g
を
是
認
し
て
い
る
。

第
二
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
公
平
に
判
断
す
る
な
ら
ば
、

ω
Z
3
0仏
判

決
の
法
理
は
各
州
の
判
例
法
に
未
だ
十
分
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
と

言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
判
決
の
中
に
は
、
出
色
O
ロ
お
り
白
目
田
町
四
回
を
単

に
訴
権
存
続
法
の
下
で
傷
害
を
受
け
そ
れ
に
よ
り
死
亡
す
る
ま
で
に
失
わ
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れ
た
人
生
の
楽
し
み
と
し
て
の
み
賠
償
を
認
め
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、

一
九
八
九
年
、
ニ
ュ

l
・
ジ
ャ

l
ジ
州
の
⑤
の

Z
E恒
三
〈
・
の
oロ
moz'

円
四
己
主
刃
包
-
。
。
召
・
判
決
は
、
こ
れ
を
別
個
の
損
害
項
目
と
し
て
認
め

て
い
る
o

さ
ら
に
、
同
年
の
キ
ャ
ン
ザ
ス
州
の
⑥
「
伯
仲
宵
母
〈
・
。
戸
『
『

O
E

判
決
、
一
九
九

O
年
の
デ
ラ
ウ
エ
ア
州
の
⑦
g
O
5
0円
ア
巧

guu刊
の
os

--
巾
m
p
F口
・
判
決
、
一
九
九
一
年
の
ネ
ヴ
ァ
ダ
州
の
③
白
骨
自
由
ロ
〈
・

↓Z
Z
E
r
o
判
決
、
周
年
の
イ
リ
ノ
イ
州
の
⑨
『
認
可
〈
・
巧

OO仏
判
決

及
び
ニ
ュ

l
・
ジ
ャ

l
ジ
州
の
⑬
出
可
O

B
戸
〈
・
吋
丘
口
O

判
決
は
、
国
主
0
4

ロ
お
り
回
目
白
間
四
回
を
苦
痛
や
能
力
喪
失
の
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
認
め
て
い

る
。
ま
た
、
一
九
八
九
年
の
ニ
ュ

l
・
ハ
ン
プ
シ
ャ
川
の
⑪
Z
片
町

o-m

〈
・
回
目

g
可
oor
判
決
、
一
九
九
一
年
の
イ
リ
ノ
イ
州
の
⑫
忌
号
ロ
包
O

〈
・
〉
}
同
自
主
判
決
、
同
年
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
の
⑬
∞
o己

y
z
z
E・

5
0
5
5四
件
。
。
戸
口

F

E口
・
〈
-
回
円
O
岳
判
決
及
び
フ
ロ
リ
ダ
州
の
⑬

回円
O
耳
ロ
〈
・

poσ
担
任
判
決
は
、
不
法
行
為
死
亡
法
に
明
文
規
定
が
な

い
こ
と
や
国

E
o
E口
口
日
出
回
何
回
目
の
評
価
方
法
の
思
弁
性
を
理
由
に
、

出
旦

o
Eロ
ロ
白
目
戸

m
g
を
否
定
し
て
い
る
。

第
三
の
問
題
に
つ
い
て
、
∞

}
5
3
0仏
判
決
の
提
起
し
た
同

E
oロお

り
白
自
由

m
g
の
影
響
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
一
九

八
八
年
の
イ
リ
ノ
イ
州
の
⑬

Z
E
M
5
2
m
〈・

C
E
H
m門田∞
S
H冊
目
判
決
、

一
九
九

O
年
の
キ
ャ
ン
ザ
ス
州
の
⑬
。
吋
団
関

0
4
〈
・
。
月
四
可
判
決
で
は
、

従
来
人
身
侵
害
事
件
で
認
め
ら
れ
た
人
生
の
楽
し
み
の
喪
失
が
賠
償
さ
れ

て
い
る
。

次
に
、
学
説
に
お
け
る
国
主

o
Eロ
ロ
白
自
由

m
g
理
論
の
展
開
に
つ
い

て
概
観
し
た
い
。
も
っ
と
も
、
出
色
O
口
付
口
同
旨
戸
何
回
目
理
論
は
、
一
九

八
五
年
の
∞

E
2
5仏
判
決
を
契
機
と
し
て
お
り
、
本
格
的
な
検
討
は
一

九
八
九
年
以
降
に
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

出

E
oロ
お
り
白

HHgmdm
を
ど
う
捉
え
る
か
に
つ
い
て
、
第
一
に
、
単

に
人
身
侵
害
の
場
合
に
認
め
ら
れ
る
「
失
わ
れ
た
人
生
の
楽
し
み
」
と
同

義
に
捉
え
る
立
場
と
、
第
二
に
、
∞

Z
3
0仏
判
決
に
触
発
さ
れ
、
経
済

的
生
産
性
と
は
異
な
る
哲
学
的
・
道
徳
的
価
値
を
含
ん
だ
生
命
そ
の
も
の

の
価
値
と
捉
え
る
立
場
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

お
い
て
、
国

E
o
E口
口
白
口
同
問
問
曲
目
を
肯
定
す
る
説
と
否
定
す
る
説
に
分

か
れ
て
い
る
。

第
一
に
、
出
邑

o
Eロ
ロ
白
自
由

m
g
を
専
ら
「
失
わ
れ
た
人
生
の
楽
し

み
」
と
把
握
す
る
立
場
で
は
、
判
例
と
同
じ
よ
う
に
生
命
侵
害
の
場
合
に

も
、
受
傷
後
死
亡
ま
で
の
聞
に
限
り
、
人
生
の
楽
し
み
の
喪
失
を
肯
定
す

る
見
解
が
あ
る
。
こ
の
見
解
の
中
に
は
、
①
「
失
わ
れ
た
人
生
の
楽
し

み
」
を
別
個
の
損
害
項
目
と
し
て
認
め
る
見
解
や
、
②
肉
体
的
・
精
神
的

苦
痛
あ
る
い
は
能
力
喪
失
に
含
ま
れ
る
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
認
め
る
見
解

が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
③
既
に
肉
体
的
・
精
神
的
苦
痛
あ
る
い
は
能
力
喪

失
に
つ
い
て
賠
償
が
認
め
ら
れ
る
以
上
、
さ
ら
に
「
失
わ
れ
た
人
生
の
楽

し
み
」
を
賠
償
す
れ
ば
二
重
賠
償
に
な
る
と
し
て
、
否
定
す
る
見
解
も
あ

る。
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第
二
に
、
出

E
oロ
お
り
同

B
同
町
古
田
を
「
生
命
そ
の
も
の
価
値
」
と
把

握
す
る
立
場
で
は
、
∞

Z
3
0仏
判
決
と
同
じ
く
、
③
人
間
の
生
命
の
価

値
は
客
観
的
に
測
り
う
る
と
し
て
、
特
に
経
済
学
の
生
命
評
価
に
関
す
る

実
託
研
究
を
指
針
と
し
て
肯
定
す
る
見
解
が
見
受
け
ら
れ
る
。
同
様
に
肯

定
す
る
立
場
で
は
あ
る
が
、
④
生
命
の
価
値
は
決
し
て
置
き
換
え
る
こ
と

の
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
値
段
が
つ
け
ら
れ
ず
評
価
不
能
で
あ
る
、
そ

れ
故
制
定
法
に
一
定
額
の
賠
償
を
明
規
す
る
こ
と
に
よ
り
解
決
を
図
る
し

か
な
い
と
い
う
見
解
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
の
立
場
を
と
っ
た
上
で
、
⑤
回
目
仏
O
ロ
お
り
但
E

B
田
町
四
国
は
不
法
行
為
法
の
損
害
損
補
機
能
に
反
し
抽
象
的
・
観
念
的
す

ぎ
て
算
定
し
え
な
い
と
し
て
、
否
定
す
る
見
解
も
あ
る
。
こ
の
見
解
に
よ

れ
ば
、
算
定
指
針
と
さ
れ
る
経
済
学
者
に
よ
る
専
門
家
証
言
は
、
ど
の
よ

う
な
フ
ァ
ク
タ
ー
が
生
命
評
価
に
お
い
て
含
ま
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
専

門
家
の
聞
に
も
基
本
的
合
意
が
な
く
、
生
命
価
値
の
研
究
が
評
価
に
値
す

る
か
否
か
に
つ
い
て
も
一
致
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、
信
頼
性
が
欠
け
て
い

る
と
い
う
批
判
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
ま
で
の
判
例
・
立
法
に
お
い
て
も
、
悲
嘆
・
悲
し
み
に
せ

よ
、
交
わ
り
・
共
同
生
活
の
喪
失
に
せ
よ
、
無
形
の
非
金
銭
的
損
失
の
賠

償
が
徐
々
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
算
定
方
法
は
か
な
り
不
分
明
な
も

の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
生
命
評
価
の
実
証
研
究
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い

て
過
去
二

O
年
に
わ
た
っ
て
論
じ
ら
れ
進
歩
し
、
経
済
学
に
お
け
る
評
価

理
論
の
立
派
な
一
つ
の
流
れ
を
形
成
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
民
主
O
ロ片

口
回
目
印
何
回
国
の
算
定
を
考
え
る
上
で
十
分
な
指
針
を
提
示
し
て
い
る
と
言

え
よ
う
。
以
下
、
そ
の
理
論
を
若
干
紹
介
し
た
い
。

生
命
価
値
の
評
価
理
論
は
、
も
ち
ろ
ん
細
か
い
点
で
は
必
ず
し
も
一
致

し
て
い
な
い
が
、
そ
の
共
通
の
核
と
し
て
次
の
よ
う
な
仮
説
を
立
て
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
の
生
命
の
価
値
は
、
死
ぬ
〈
住
き
る
)
確
率
の
限

界
的
減
少
(
増
加
)
に
対
し
人
が
喜
ん
で
支
払
お
う
と
す
る
行
動
か
ら
推

計
さ
れ
、
そ
れ
は
支
払
額
(
受
取
額
〉
を
確
率
の
減
少
分
(
増
加
分
)
で
割

る
こ
と
か
ら
得
ら
れ
る
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。
例
え
ば
、
生
命
を
脅
か
す

ウ
イ
ル
ス
に
さ
ら
さ
れ
た
一

O
O
O人
の
共
同
体
を
考
え
、
ウ
イ
ル
ス
に

よ
り
五

O
人
の
人
聞
が
死
ぬ
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
が
、
ワ
ク
チ
ン
を
購
入

す
る
こ
と
が
で
き
、
全
て
の
人
が
ワ
ク
チ
ン
注
射
を
受
け
れ
ば
、
死
者
は

四
O
人
ま
で
減
少
す
る
と
し
よ
う
。
死
ぬ
確
率
は

0
・
0
五
か
ら

0
・
。

四
へ
と
一
パ
ー
セ
ン
ト
だ
け
減
少
す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
時
、
死
ぬ
確

率
を
一
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
さ
せ
る
ワ
ク
チ
ン
の
価
値
が
生
命
の
価
値
と
等

し
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ワ
ク
チ
ン
の
価
格
の
一

O
O倍
が
生
命
の

価
値
と
推
計
さ
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
評
価
理
論
の
発
展
の
中
で
三
つ
の
基
本
モ
デ
ル
が
提
示

さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
喜
ん
で
受
取
る
意
思
モ
デ
ル
(
宅
三
吉
岡
5
2
5

〉

2
0司
H
Z
a色
)
。
例
え
ば
、
あ
る
職
業
が
生
命
に
か
な
り
の
危
険
を
及

ぼ
す
も
の
で
あ
る
時
、
一
体
い
く
ら
の
賃
金
プ
レ
ミ
ア
ム
を
受
け
取
れ
ば

人
は
そ
の
危
険
を
喜
ん
で
受
け
入
れ
る
の
か
、
と
い
う
労
働
市
場
で
得
ら

れ
る
所
得
デ

i
タ
か
ら
生
命
の
価
値
を
推
計
し
よ
う
と
す
る
。
第
二
に
、

喜
ん
で
支
払
う
意
思
モ
デ
ル
(
巧
巳
宮
向
日

g
s
p
q
z
a巴
)
。
例
え
ば
、

個
人
が
死
ぬ
確
率
を
減
じ
る
た
め
に
煙
警
告
機
や
シ

l
ト
ベ
ル
ト
に
対
し

喜
ん
で
支
払
お
う
、
と
い
う
現
実
の
市
場
で
得
ら
れ
る
消
費
デ

l
タ
か
ら

生
命
の
価
値
を
推
計
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
モ
デ
ル
は
、
人
が
喜
ん
で
支
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払
う
行
動
は
生
命
に
設
定
さ
れ
た
暗
黙
の
価
値
の
関
数
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
∞
}
戸
田
吋
円
O
門
田
判
決
の
専
門
家
証
言
は
こ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
基
づ
く
。
第
三
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
方
法

(
C
E
丘一
D
ロ包
E
Z
?

号。

ε。
例
え
ば
、
あ
な
た
は
一
パ
ー
セ
ン
ト
だ
け
死
ぬ
確
率
を
減
じ
る

た
め
に
い
く
ら
の
額
を
喜
ん
で
支
払
う
か
、
と
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
こ
の
デ
l
タ
か
ら
生
命
の
価
値
を
推
計
し
よ
う
と
す
る
。

こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
か
ら
得
ら
れ
る
生
命
の
評
価
額
は
、
社
会
が
ど
の
よ

う
に
生
命
を
評
価
し
て
い
る
か
、
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
社
会
規
範
や
文
化

を
反
映
し
て
お
り
、
個
別
具
体
的
な
個
人
の
生
命
の
価
値
を
算
出
し
て
い

る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
評
価
額
は
あ
る
幅
を
持
っ
て
提
示
さ
れ

る
が
、
回
目
仏

O
E口
口
問

HHM同
mg
の
決
定
に
お
い
て
は
、
経
済
学
上
合
理

的
で
あ
る
限
り
、
そ
の
評
価
額
を
一
つ
の
枠
組
と
し
て
捉
え
、
後
は
陪
審

や
裁
判
官
の
裁
量
に
委
ね
れ
ば
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
種
々
の
実

証
研
究
も
、
生
涯
に
わ
た
る
将
来
所
得
よ
り
も
生
命
の
価
値
は
大
き
い
と

し
て
い
る
点
で
は
一
致
を
見
て
お
り
、
こ
の
点
は
注
目
に
値
し
よ
う
。

四

わ
が
国
の
人
身
賠
償
論
へ
の
示
唆

か
つ
て
、
わ
が
国
に
は
、
財
産
的
損
害
、
精
神
的
損
害
の
他
に
、
第
三

の
損
害
と
し
て
生
命
の
喪
失
を
考
え
る
学
説
も
あ
っ
た
が
、
基
本
的
に
は

生
命
そ
れ
自
体
の
価
値
は
議
論
し
よ
う
の
な
い
も
の
と
し
て
ほ
と
ん
ど
考

察
さ
れ
な
い
ま
ま
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の

点
で
、
ア
メ
リ
カ
の
出

E
o
Eロ
ロ
但
口
区
間
一
冊
目
理
論
か
ら
得
ら
れ
る
示
唆

は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
以
下
で
は
、
あ
り
う
べ
き
多
様
な
示
唆
の
受
け

方
の
一
つ
と
し
て
、
人
身
損
害
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
評
価
す
べ
き
で
あ

る
か
に
つ
い
て
若
干
述
べ
て
み
た
い
。

第
一
に
、
人
身
損
害
に
お
け
る
損
害
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
私
は
端
的

に
生
命
の
喪
失
や
身
体
の
傷
害
そ
れ
自
体
を
一
つ
の
領
害
と
し
て
把
握
し

た
い
。
重
要
な
の
は
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
損
害
を
被
っ
た
か
で
あ
る
か
ら
、

生
命
侵
害
の
場
合
は
、
遺
族
は
共
同
生
活
者
の
生
命
の
喪
失
、
つ
ま
り
共

同
生
活
者
を
失
っ
た
と
い
う
損
害
を
被
り
、
人
身
侵
害
の
場
合
は
、
被
害

者
が
身
体
傷
害
を
負
っ
た
と
い
う
損
害
を
被
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

第
二
に
、
ど
の
よ
う
に
損
害
を
金
銭
評
価
す
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
問

題
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
裁
判
官
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
、
適
切
な
賠
償

額
が
創
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
時
、
当
事
者
は
、
裁
判
官
の

創
造
的
評
価
行
為
に
枠
づ
け
を
与
え
る
た
め
に
、
評
価
資
料
と
し
て
い
わ

ゆ
る
積
極
的
損
害
費
目
や
宮
仏

O
E
n
価
値
を
主
張
す
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
『

Has-口
価
値
に
つ
い
て
は
、
人
の
生
命
・
身
体
の
価
値
は
測

り
う
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
人
間
は
労
働
す
る
た
め
で
は
な
く
自
ら
の
人

生
の
目
的
を
享
受
す
る
た
め
に
様
々
な
リ
ス
ク
回
避
行
動
を
と
り
な
が
ら

生
き
て
い
る
こ
と
を
基
礎
に
、
ア
メ
リ
カ
の
国
主
-O
口
付
口
同
目
印
肉

2
理

論
を
よ
り
発
展
さ
せ
た
考
え
と
し
て
、
経
済
的
・
道
徳
的
・
哲
学
的
価
値

を
含
む
人
間
の
価
値
全
体
と
し
て
評
価
し
た
い
。
そ
し
て
、
人
間
の
普
遍

的
な
価
値
を
決
定
す
る
上
で
の
枠
組
と
し
て
、
生
命
評
価
の
実
証
研
究
を

わ
が
国
に
お
い
て
も
行
い
、
生
命
の
価
値
を
推
計
す
る
。
こ
の
生
命
の
価

値
は
、
わ
が
国
の
社
会
規
範
や
文
化
・
人
間
観
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、

あ
る
幅
を
も
っ
て
推
計
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
、
人
間

の
価
値
は
個
別
的
に
異
な
る
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
人
間
の
価
値
は
本
来

平
等
で
あ
る
と
の
理
念
に
立
ち
、
こ
の
幅
の
中
か
ら
あ
る
一
定
の
額
を
客
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観
的
に
創
造
し
、
そ
れ
を
一
つ
の
指
針
と
し
て
ラ
ン
ク
ご
と
の
定
額
化
を

図
り
、
相
場
を
形
成
し
て
い
く
方
向
で
考
え
て
い
き
た
い
。

近
親
の
生
命
侵
害
に
基
づ
き
遺
族
が
賠
償
を
求
め
る
行
為
は
、
単
に
経

済
的
保
障
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
く
、
最
愛
の
人
を
失
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
償
っ
て
欲
し
い
、
慰
謝
し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

従
っ
て
、
当
然
存
在
す
べ
き
最
愛
の
共
同
生
活
者
を
失
っ
た
と
い
う
遺
族

固
有
の
被
害
を
直
視
す
る
な
ら
ば
、
共
同
生
活
者
の
「
生
命
の
喪
失
」
に

対
し
て
出

E
0
5口
口
日
目
白

m
g
理
論
に
よ
り
賠
償
を
試
み
る
こ
と
こ
そ
、

最
も
理
に
か
な
い
人
間
の
感
覚
に
適
し
た
賠
償
論
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
は
、
単
な
る
従
来
の
逸
失
利
益
と
慰
謝
料
を
加
え
た
も
の
で
は
な
く
、

そ
れ
を
は
る
か
に
越
え
た
非
財
産
的
実
質
を
有
し
、
し
か
も
従
来
の
慰
謝

料
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
額
を
生
み
出
す
点
で
特
徴
的
と
な
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
交
通
事
故
賠
償
で
、
実
務
は
逸
失
利
益
の
賠
償
を
中

心
と
し
て
慰
謝
料
に
低
い
地
位
し
か
与
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
価
値
評

価
が
単
に
労
働
す
る
場
合
に
お
け
る
「
財
貨
獲
得
能
力
」
や
賃
金
と
し
て

評
価
さ
れ
う
る
稼
働
能
力
に
限
定
さ
れ
、
ま
た
慰
謝
料
に
は
高
額
化
へ
作

用
す
る
論
理
要
素
が
欠
け
て
い
る
の
で
、
十
分
な
補
償
と
は
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。

公
害
・
薬
害
賠
償
で
は
、
包
括
的
損
害
論
が
提
唱
さ
れ
、
「
総
体
と
し

て
の
被
害
」
に
対
す
る
救
済
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
筆
者
が
提

案
す
る
「
経
済
的
・
道
徳
的
・
哲
学
的
価
値
を
含
む
人
間
の
価
値
全
体
」

の
宮
島
O
ロ
芯
価
値
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
実
務
で

は
、
包
括
的
損
害
論
は
専
ら
、
大
量
の
被
害
を
も
た
ら
す
集
団
訴
訟
の
訴

訟
技
術
の
た
め
に
採
用
さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
む
し
ろ
そ
こ
で
ば
被
害
の
切

り
捨
て
が
行
わ
れ
賠
償
額
は
低
額
に
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
包

括
的
損
害
論
か
ら
の
問
題
提
起
を
正
し
く
受
け
と
め
、
被
害
の
実
態
に
見

合
っ
た
高
額
の
賠
償
を
認
め
る
の
で
な
け
れ
ば
、
人
間
破
壊
を
被
っ
た
被

害
者
は
い
つ
ま
で
も
救
わ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

現
在
の
包
括
的
損
害
論
に
は
実
務
を
動
か
す
よ
う
な
高
額
化
へ
の
論
理
が

極
め
て
不
十
分
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

か
く
し
て
、
出
包
O
ロ
芯
ロ
戸
H
H
H

戸
間
一
曲
目
理
論
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る

意
義
は
、
①
裁
判
所
ご
と
、
事
件
ご
と
の
極
端
な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
な
く

す
こ
と
が
で
き
、
個
人
の
尊
厳
や
人
間
の
平
等
と
い
う
理
念
に
沿
い
う
る

こ
と
、
②
従
来
の
算
定
方
式
で
は
過
小
補
償
に
陥
っ
て
い
た
人
身
損
害
論

で
は
る
か
に
高
い
賠
償
額
を
補
償
し
う
る
こ
と
、
③
低
い
賠
償
額
に
押
さ

え
ら
れ
て
い
る
現
在
の
包
括
的
損
害
論
に
対
し
て
高
額
化
へ
の
論
理
を
寄

与
し
う
る
こ
と
、
④
賠
償
額
を
創
っ
て
い
く
際
の
評
価
準
則
が
必
ず
し
も

明
確
で
は
な
か
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
西
原
理
論
」
の
定
額
化
論
に
対
し
て

指
針
を
提
供
し
う
る
こ
と
、
及
び
⑤
交
通
事
故
賠
償
と
公
害
・
薬
害
賠
償

と
を
架
橋
し
う
る
契
機
を
含
み
う
る
こ
と
、
に
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
国
包
o巳
口
口
日
吉
田

mg
理
論
は
、
従
来
わ
が
国
の
人
身

賠
償
論
で
は
そ
も
そ
も
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
視
角
を
正
面
に
と
ら
え
な
が

ら
、
人
聞
は
様
々
な
リ
ス
ク
回
避
行
動
を
と
り
つ
つ
将
来
に
わ
た
り
人
生

を
楽
し
み
享
受
す
る
こ
と
に
価
値
を
認
め
、
こ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ

り
規
定
さ
れ
る
人
間
の
価
値
と
い
う
も
の
を

Z
号
巳
ロ
価
値
と
し
て
光

を
当
て
、
被
害
者
の
権
利
本
位
の
賠
償
論
を
志
向
し
た
点
で
重
要
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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Hedonic Damages on Wrongful Death 
Cases in the United States 

Tomoko Okamoto 

The purpose of this paper is that we will introduce and examine re­
cent discussions on hedonic damages in the U. S. wrongful death cases, 
and try to clear whether hedonic damages are applicable to wrongful 
death cases in Japan. 

"Hedonic damages" compensate an individual for the loss of life and' 
loss of pleasures of living. They encompass the larger value of life includ­
ing the economic, moral, and philosophical value. This term was used in 
Sherrod v. Berry (1985), which was case to authorize an award of hedo­
nic damages. 

We exmine cases and articles after Sherrod v. Berry. The question of 
whether an individual may recover hedonic damages in wrongful death 
actions is a relatively new issue, and the courts are not in agreement, 
and artciles are not either. So frankly speaking, hedonic damages might 
not have great influences on recovery for wrongful death yet. 

However, we consider that hedonic damages are fit to value the loss 
of life in wrongful death. Because human being lives not to work, but to 
enjoy his life, hedonic value is regarded as value of life itself. 

There are three basic models in evaluating the hedonic value. The 
willingness to accept model, the willingness to pay model, and the ques­
tionaire method. One of their empirical studies suggest that the hedonic 
value of life is from three to thirty times the present value of lost future 
earnings. It is noteworthy that they all find the value of life to be greater 
than lifetime future earnings. 

Hedonic damages are highly significant for tort law in Japan. In ap­
plying hedonic damages in our wrongful death cases, we will appeal to 
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assign a uniform awards for hedonic damages. Hedonic damages will 
improve the lower awards in traffic accidents and environmental pollution. 
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